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平成 26年度 大学教育センターFD・SD一覧

プログラム名 対象者 開催日時 参加者数 概要

① 講演会「大学における学習 本学教職員 10月 17日 （金） 19名 今回の講演会は，錯綜しがちな学習成

成果の評価を理解するーパ 10 : 00~12 : 00 果の評価にかかわる概念と手法，とりわ

フォーマンス評価とルーブ けパフォーマンス評価とルーブリック

リックを中心にー」 について本学アセスメント・ポリシーの

策定に際し我々が共通の理解を得てお

くことを目的として開催した。

講師：松下 佳代氏（京都大学高等教育

研究開発推進センター教授）

② 学務担当者連絡会 各学部学務 ① 5月 22日（水） 20名 各部局における学務に関わる職員の

担当者，教務 ② 7月 31日（木） （各回で 間の認識を共有するべく ，連絡調整や情

課 ・学生課 ・ ③ 9月 19日（金） 変動有 報交換を定期的に行った。

総務課職員 ④ 11月 13日 （木） り）

⑤ 3月 23日 （月）

※①②③ 10:00~ 

④ 13:30~ 

⑤ 15:00~ 

③ 全学学士教育プログラム委 学士教育プ 定例開催による毎 40名 全 9回の委員会（及び全 5回の WG)

員会 ログラム代 月第一水曜 14:40 （各回で を開催し，アセスメント・ポリシーの在

表者（委員）， ~16: 10 (全 9回 変動有 り方について検討を行い， 主と して以下

教育 ・学生支 開催） り） の2つを作成した。

援担当理事， ※4月は日程変更

学生部長，教 有り 1. 各プログラムを通 じた学生の学習成

務課長，教務 ※5月，9月，12 果を把握する方法として，全学的に統

課長代理， 月は不開催 ーされた基準による 「評価基準表（ル

URGCC推進 ーブリック）」を作成した。

支援室スタ 2. URGCC及び学士教育プログラムに

ッフほか ついて説明する小冊子 『URGCC琉

球大学学士教育プログラム（平成 27

年度版）』を作成した。

④ URGCC及び共通教育等科 本学教員（上 ① 6月 5日（木） ① 21名 本学では，平成 24年度より URGCC

目のシラバス ・授業評価に として非常 ② 6月 1213 (木） ② 17名 を導入し，全学的に学士課程教育の充実

関する説明会 勤講師を対 ③ 6月 13日（金） ③ 15名 を目指した取組を開始している。

象） ④ 10月 3日（金） ④ 4名 ついては， URGCCの趣旨や重要性を

計 57名 改めて，広く共有 し，その具体的な方策

としてのシラバス作成や授業評価につ

いての説明会を開催した。
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